
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 22 年 6月 28 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究種目：基盤研究（Ｂ）  

研究期間：2007～2009   

課題番号：１９３３００９０ 

研究課題名（和文） 技術経営に関する経営学的視点からの実証的・理論的研究 

研究課題名（英文） The empirical theoretical research from a viewpoint of the business 

administration about the management of technology 

 

研究代表者 

今田 治（IMADA OSAMU） 

立命館大学・経営学部・教授 

 研究者番号：50232608 

 
 
 

研究成果の概要（和文）： 

技術経営とは何か明確にし、その分析の視点を確立し、さらに技術経営を構成する諸分野と

その内容・関連を明確にして、技術経営の体系化を行なった。技術経営は技術自体を考えるこ

とではなく、企業価値増大のために技術の活用を考えることである。技術経営においては、諸

経営資源の投入、成果に結びつけるための効率的な業務の遂行、組織体制など経営諸要素を適

切にマネジメントすることが重要である。 

 
研究成果の概要（英文）： 

We made it clear what the management of technology was and established a viewpoint of 
the analysis and, furthermore, we made many fields and the contents / connection to 
constitute management of technology clear and performed a systematization of the 
management of technology. Management of technology is to think about technical practical 
use for corporate value increase not thinking about technology in itself. In the 
management of technology, it is important to manage many elements (resources, operation, 
organization) adequately. 
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研究分野：経営学・技術経営 

科研費の分科・細目：経営学・技術経営 

キーワード：技術経営 

 
１．研究開始当初の背景 

技術経営については、主に理工関係技術分

野の研究者、企業経営者、開発技術者から提

唱されており、必ずしもこれまでの経営学に

おける技術、研究開発、技術革新、マネジメ

ント論などの研究成果を踏まえたものでは



なく、相対的に独自な視点から研究がなされ

ていた。それゆえに、従来の経営学では見ら

れなかった新しい視点、研究分野とともに、

経営学でなされてきた研究分野･蓄積との重

複もみられた。それらを整理し、「文」「理」

の相互の発展、技術経営の発展を図ることが

重要であった。 

 

２．研究の目的 
技術経営に関して経営学的視点から理論

的、実証的にその特質を解明し、技術経営論
と経営学の発展に寄与する。 
(1) これまでの経営学や技術論での成果も
ふまえながら、技術課題を正面にとりあげ、
それとの関連で戦略論、マネジメント論、組
織論を考察し、技術経営の体系化を試みる。 
(2) 日本での先進的な事例を調査し、日本
の製造業の特質（製品・製造技術の連携、総
合的・横並び展開、企業内人材育成など）を
明らかにすることによって、日本の実態に即
した技術経営論を構築する。 

 

３．研究の方法 
技術経営を下記の「価値創造・実現・獲得」

という点、さらに経営資源を活用し変化に対

応しながら企業体質をつくりあげる「組織能

力」という点から、戦略、事業マネジメント、

技術開発マネジメント、生産マネジメントに

ついて考察する。 

価値創造：技術開発、発明、アイデア、商

品コンセプト  

価値実現：効率的な製品開発･製造 

価値獲得：同質的過当競争を避けて利益を

獲得する仕組みづくり 

組織能力：資源とそれを活用する能力、技

術力（技術的･人的資源）、事業モデル、組

織デザイン、組織間（企業内外）関係 

 
４．研究成果 

（１）技術経営とは何か明確にし、その分

析の視点を確立し、技術経営の体系化を行な

った。 

・技術経営は、技術を事業の核とする企

業・組織が創造、継続、発展のために、変動

する環境に柔軟に対応しながら、次世代の事

業を創出し、持続的発展を行うための創造的、

かつ戦略的なイノベーションのマネジメン

トである。 

・技術経営は、技術を経営資源として明確

に位置づけ、技術課題を経営戦略と結びつけ

て企業価値増大のために体系的にマネジメ

ントすることである。換言すれば、技術と市

場を結びつけ、事業化するためのマネジメン

トであり、変動する環境に柔軟に対応しなが

ら、技術創造と実用化にいたる全過程に対し

ての戦略的・戦術的計画を策定し、実行、管

理を行うことである。 

・技術経営は、技術力を活かすために、企

業価値がどのように創造され、獲得されるか

を明確にしたうえで、価値創造、実現、獲得

の全体を見渡し、高度な戦略思考を行なうマ

ネジメントである。 

 

（２）技術経営を構成する諸分野とその内

容・関連を明確にした。 

技術経営は、技術評価、経営戦略、事業戦

略、技術戦略、技術開発マネジメント、事業

マネジメント、生産マネジメント、組織デザ

イン（組織能力）、企業内組織連携、企業間

ネットワークといった点から、より具体的に

考察される。 
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